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未
詳
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足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ（
一
三
〇
五
〜
五
八
）は
室
町
幕
府
初
代
将
軍
。
あ
て
名
の

「
坊ぼ
う

門も
ん

殿ど
の

」は
、
尊
氏
の
嫡
男
で
、
京
都
三
条
坊
門
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た

義よ
し

詮あ
き
ら（
一
三
三
〇
〜
六
七
）で
す
。

　

尊
氏
は
、
家
臣
の
赤あ
か

松ま
つ

則の
り

祐す
け

の
所
領
を
、
知
ら
な
い
で
他
人
に
与
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
義
詮
に
対
し
、
則
祐
が
嘆
き
申
し
て
い
る
の
で
、
替
わ
り
の

土
地
が
京
都
に
あ
れ
ば
、
急
い
で
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
書
状
で

す
。
息
子
あ
て
と
は
い
え
、
そ
の
様
式
は
署
判
を
加
え
た
、
礼
を
重
ん
じ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
か
ら
、
観
応
三
年（
一
三
五
二
）、
尊
氏
が
鎌

倉
に
い
た
四
十
八
歳
の
書
状
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ（
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松
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松
の
律
師
所
り
や
う
と
も
／
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ん
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候
ハ
て
、
／
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去
り
難
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り
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た
き
人
と
も
に
ハ（
計
）か
ら
ひ
て
／
候
、
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替
）ハ
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の
事
、
な（
嘆
）け
き
申
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、

／
そ
な
た
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ま
に
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事
／
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、
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き
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／
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When understanding historical documents from before the Edo period, it 
is necessary to decipher the writings which are often illegible. Meanwhile, 
we can obtain many further information through looking at the documents 
themselves, in addition to the written contents.
 For example, the written characters used, the part of paper on which 
the addressee’s name was written, the types of paper, sizes, and their way of 
use, along with how the documents were folded and sealed, suggest us the 
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writing and the use of paper seen in the various historical documents.
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急
ぎ
の
用
事
で
や
り
取
り
さ
れ
た
往
復
書
状

書
状　

藤
原
定
家
筆　
（
年
月
日
未
詳
）鎌
倉
時
代
・
十
二
世
紀

　

藤ふ
じ

原わ
ら
の

定さ
だ

家い
え（
一
一
六
二
〜
一
二
四
一
）が
、
正
治
元
年（
一
一
九
九
）正

月
十
三
日
に
行
な
わ
れ
た
八
条
院（
鳥
羽
天
皇
の
三
女
、
一
一
三
七
〜

一
二
一
一
）の
日
吉
社
参
詣
に
供ぐ

奉ぶ
（
お
供
）を
命
じ
ら
れ
た
と
き
の
も
の
。

翌
日
に
供
奉
を
控
え
た
定
家
は
、
不
安
の
あ
ま
り
、
田
舎
か
ら
取
り
寄
せ
た

馬
や
、
詩
歌
会
の
際
に
清
書
を
担
当
す
る
人
物
な
ど
に
つ
い
て
、
同
行
予
定

の
一
人
に
相
談
を
も
ち
か
け
て
い
ま
す
。

　

文
中
の
合
点
と
異
筆
の
文
字
が
そ
の
返
事
で
、
末
尾
の「
定
家
」の
右
側

に
あ
る「
宗
」あ
る
い
は「
実
」と
読
め
る
人
物
が
相
談
の
相
手
で
す
。
お
そ

ら
く
書
状
を
届
け
た
使
者
の
目
前
で
書
き
入
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
受
け
取
っ
た
書
状
の
行
間
に
書
く
と
い
う
、
ま
る
で
メ
ー
ル
の
よ
う
な

や
り
取
り
を
示
す
往
復
書
状
を
、
勘か
ん

返ぺ
ん

状じ
ょ
う

と
い
い
ま
す
。

　
　

十
五
日
影
供
候
云
々
、

　

抑
俄
申
状
、
返
々
雖
恐
思

給
／
候
、
あ
ま
り
に
事
闕
候

て
、
／
失
東
西
、
術
尽
候
て
、

馳
申
／
候
、
明
暁
十
三
日　

八
条
院
／
御
共
参
日
吉
社
候
、

田
舎
ニ
、
／
候
馬
を
取
寄
候

之
間
、
／
案
候
云
々
、
／

「
共
以
参
候
也
、
さ
た
事
の
候

し
と
覚
候
也
、」（
合
点
・
異
筆
）

　

極
不
思
懸
事
に
て
候
へと
／

「
已
哥
一
見
之
由
、
存
候
て
見

参
候
也
、」（
異
筆
）

　

院
御
所

故
殿
候
し
／

「
清
範
之
許
に
そ
候
ら
ん
、」（異
筆
）

　

詩
哥
合
や
も
し
御
書
／
写

候
ハゝ
、
必
き
と
申
／
請
候
哉
、

其
時
書
て
／
候
し
ヲ
、
誰
ニ
被

取
／
て
候
や
ら
ん
、
求
失
候

也
、
／
恐
々
謹
言

　
　
　
　
「
□（
合
点
・
異
筆
）」

　
　

 

　
　
　
　
　

定
家

﹇
A
﹈ 

秀
吉
の
権
威
を
誇
示
す
る
厚
手
の
折
紙

秀
吉
書
状　
（
年
未
詳
）六
月
廿
八
日　

安
土
桃
山
時
代
・
十
六
世
紀

　

天
下
人
と
な
っ
た
豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し（
一
五
三
七
〜
九
八
）の
出
し
た
文
書
の
中

に
は
、
通
常
の
も
の
よ
り
大
き
く
、
厚
み
が
あ
り
、
シ
ボ
と
よ
ば
れ
る
独
特

の
凹
凸
の
あ
る
檀だ
ん

紙し

と
い
う
和
紙
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
文
書
の
右
下
の
部
分
に
は
、
紙
の
中
心
に
向
か
う
対
角
線
上
に
引
き

つ
っ
た
よ
う
な
皺し
わ

が
あ
り
、
そ
れ
は
右
上
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
通
常
は
紙
を

漉
い
た
後
、
板
に
貼
り
ま
す
が
、
こ
の
皺
は
ぶ
ら
下
げ
て
干
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
秀
吉
は
独
特
な
檀
紙
を
使
う
こ
と
で
、
自
分
の

権
威
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

平
安
時
代
の
檀
紙
に
は
シ
ボ
が
な
く
、『
源
氏
物
語
』に「
厚
肥
え
た
る
」

「
ふ
く
よ
か
な
る
」「
い
と
香
ば
し
き
」な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

東
北
地
方
で
つ
く
ら
れ
て
い
た「
み
ち
の
く
紙
」が
は
じ
ま
り
で
す
。

﹇
A
﹈ 

頼
朝
の
命
令
を
伝
え
る
文
書

源
頼
朝
袖
判
御
教
書　

大
江
広
元
筆　
（
年
未
詳
）七
月
廿
二
日

　

源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も（
一
一
四
七
〜
九
九
）の
側
近
で
初
代
政ま
ん

所ど
こ
ろ

別べ
っ

当と
う

を
つ
と
め
た

大お
お

江え
の

広ひ
ろ

元も
と（
一
一
四
八
〜
一
二
二
五
）が
、
頼
朝
の
意
を
奉
じ
た
文
書
で
す
。

元げ
ん

暦り
ゃ
く

元
年（
一
一
八
四
）、
頼
朝
は
平
氏
追
討
を
名
目
に
梶か
じ

原わ
ら

景か
げ

時と
き

や
土ど

肥い

実さ
ね

平ひ
ら

ら
を
諸
国
の
守
護
に
あ
た
る
総そ
う

追つ
い

捕ぶ

使し

に
任
じ
、
畿
内
近
国
に
派
遣
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
法
に
は
ず
れ
た
行
な
い
は
大
き
な
問
題
と
な
り
、

翌
年
二
月
に
派
遣
さ
れ
た
中な
か

原は
ら
の

久ひ
さ

経つ
ね

と
近こ
ん

藤ど
う

国く
に

平ひ
ら

が
鎌
倉
殿
御
使
と
し
て

非
法
の
停
止
に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
、
国
平
に
対
し
、
院
司
が
奉

じ
た
後ご

白し
ら

河か
わ

法ほ
う

皇お
う

の
命
令（
院い
ん

宣ぜ
ん

）を
う
け
た
上
で
の
対
処
を
指
示
し
た
も

の
で
、
元
暦
二
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
近
年
、
広
元
は
比
較
的
奔ほ
ん

放ぽ
う

な
草そ
う

書し
ょ

と
端
正
な
楷か
い

書し
ょ

を
書
き
分
け
て
い
た
と
い
う
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
広
元
が
頼
朝
の
右ゆ
う

筆ひ
つ（
代
筆
を
す
る
秘
書
）と
し
て
執
筆
し
た

場
合
、
頼
朝
の
袖そ
で

判は
ん（
文
書
の
右
端
に
加
え
た
花か

押お
う

）が
据
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
、
こ
の
文
書
で
も
そ
の
痕
跡
を
わ
ず
か
に
確
認
で
き
ま
す
。

＊
政
所
別
当
：
頼
朝
の
家
政
事
務
機
関
と
し
て
、
幕
府
の
財
政
・
鎌
倉
の
市
政
・　

　

訴
訟
な
ど
を
担
当
し
た
役
所
の
長
官

　
　
　
　

私
ニ
令
沙
汰
た
ら
ハ
、
早
可
令
沙
汰
／
直
也
、 

院
宣
に
て
沙
汰

　
　
　
　

し
／
た
ら
は
、
尤
可
下
知
事
也
、
国
平
か
過
／
怠
ニ
ハ
あ
ら
す

文
覚
房
知
給
、
自
／
院
（
後
白
河
法
皇
）

所
被
給
之
所
知
を
為
国（
近
藤
）平
／
沙
汰
遣
使
者
、
或

武
士
之
押
妨
／
之
由
、
自
高
雄
所
令
申
也
、
若
為
／
私
結
構
者
、
不
当
之

所
行
也
、
奉
／
院
宣
、
於
令
下
知
者
、
不
能
左
右
事
／
也
、
凡
者
久（
中
原
）経・
国

平
雖
一
塵
、
不
奉
／
院
宣
之
外
、
輒
不
可
致
自
由
下
知
之
／
由
、
殊
仰
含

了
、
然
者
実（
土
肥
）平・
景（
梶
原
）時
／
武
士
之
輩
、
於
僻
事
者
、
任　

院
宣
可
令
／
成
敗

之
由
、
令
仰
含
了
、
定
無
自
由
沙
汰
／
歟
之
旨
、
思
食
之
処
、
今
有
此
訴
、

何
様
／
事
哉
、
早
可
令
沙
汰
直
也
、
仍
執
達
／
如
件
、

　
　
　
　

七
月
廿
二
日　

　
　
　

広
元
奉

　

近
藤
七
（
国
平
）

殿

書状　藤原定家筆
Letter from 
Fujiwara no Sadaie 
and its reply
鎌倉時代･12世紀
縦30.3cm、横67.3cm
B-2465

秀吉書状
Letter from Toyotomi Hideyoshi
安土桃山時代・16世紀　縦47.3cm、横66.5cm
B-1784

（右下部分）

紙にシボとよ
ばれる凸凹が
みられる

（部分）
うっすらと頼朝の
花押の跡がある

（参考）
頼朝の花押
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﹇
B
﹈ 

老
父
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
る
一
族
の
所
領

重
要
文
化
財　

譲
状　

藤
原
為
家
筆
、
藤
原
為
氏
署
判　

文
永
六
年（
一
二
六
九
）十
一
月
十
八
日

　

播は
り

磨ま

国
越こ
し

部べ

下
庄
は
、
定
家
の
子
孫
に
あ
た
る
御み

子こ

左ひ
だ
り

家け

が
相
伝
す
る

所
領
で
、
は
じ
め
為た
め

家い
え（
定
家
の
子
、
一
一
九
八
〜
一
二
七
五
）か
ら
嫡
子

為た
め

氏う
じ（
一
二
二
二
〜
八
六
）に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
為
家
の
後
妻

で
あ
る
阿あ

仏ぶ
つ

尼に

に
為た
め

相す
け

が
生
ま
れ
た
た
め
、
為
家
は
為
氏
の
手
か
ら
同
庄
を

悔く
い

返か
え
し（
い
っ
た
ん
譲
与
し
た
財
物
を
取
り
返
す
こ
と
）て
、
改
め
て
為
相
に
譲

与
し
、
他
家
に
譲
っ
て
は
い
け
な
い
と
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
悔
返
は
公
家

法
で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
悔
返
を
盛
ん
に
行

な
っ
た
武
家
法
の
影
響
を
受
け
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
状

は
、
七
十
二
歳
の
為
家
の
自
筆
で
、
四
十
八
歳
の
為
氏
の
同
意
を
示
す
署し
ょ

判は
ん

（
署
名
と
花
押
）が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

播
磨
国
越
部
下
庄
、
も
と
は
／
大（

為

氏

）

納
言
殿
ニ
ゆ
つ
り
て
候
し
か
と
も
、
／
老

の
ゝ
ち
た（
大
夫
＝
為
相
）

い
ふ
い
て
き
て
ふ
ひ
ん
ニ
／
お
ほ
え
候
へ
ハ
、
大
納
言
殿
ニ
こ
の

一
所
を
／
こ（
請
）ひ
う
け
て
、
さ
り
ふ
ミ
と
り
て
大
夫
／
為
相
に
ゆ
つ
り
わ
た
し

候
、
相
伝
し
て
／
さ（
相
違
）

う
ゐ
な
く
し
ら
せ
給
へ
く
候
、
代
々
／
相
伝
の
所
に
て

候
へ
ハ
、
他
家
へ
ゆ
つ
り
つ（
遣
）か
／
は
す
ま
し
く
候
、
あ
な
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
二
入（
為
家
）道（

花
押
）

　
　

文
永
六
年
十
一
月
十
八
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嫡
子
前（

為

氏

）

大
納
言（
花
押
）

﹇
B
﹈ 

改
姓
を
願
う
家
族
の
た
め
に
作
成
し
た
文
書

国
宝　

讚
岐
国
司
解　

貞
観
九
年（
八
六
七
）二
月

　

讚さ
ぬ

岐き

国
の
那な

珂か

・
多た

度ど

両
郡
に
住
む
一
族
六
戸
が
、
和わ

気け
の

公き
み

の
姓
に
改
め
た

い
と
願
い
出
た
こ
と
に
つ
い
て
、
讚
岐
国
司
が
太だ

政じ
ょ
う

官か
ん

に
奏
上
し
た
文
書
で
す
。

　

巻
頭
に
は
国
司
の
介す
け（
次
官
）で
あ
る
藤ふ
じ

原わ
ら
の

有あ
り

年と
し

が
草
仮
名
で
書
い
た
申も
う
し

文ぶ
み
が
あ
り
ま
す
。
解げ

に
は
、
の
ち
に
滋
賀
・
園
城
寺
の
開
祖
と
なった
智ち

証し
ょ
う

大だ
い

師し

円え
ん

珍ち
ん（
八
一
四
〜
八
九
一
）の
幼
い
と
き
の
俗
名
で
あ
る「
廣ひ
ろ

雄お

」の
名
を
記

し
た
戸
籍
が
含
ま
れ
て
お
り
、
円
珍
の
出
自
を
物
語
る
史
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　

巻
末
の
署
名
に
よ
れ
ば
、
有
年
の
上
司
で
あ
る
守か
み

、
権ご
ん
の

守か
み

な
ど
は
在
京
し

て
い
る
た
め
、
有
年
が
関
係
書
類
を
ま
と
め
て
、
解
を
作
成
し
ま
し
た
。
申

文
の
右
端
に
あ
る「
此
国
解
准
太
守
告
更
不
出
云
々
」は
、
こ
の
解
は
在
京
し

て
い
る
国
守
の
文
書
に
準
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

＊
申
文
：
朝
廷
や
所
属
官
司
に
提
出
す
る
上
申
書

　

解
：
役
所
が
上
位
の
役
所
に
出
す
文
書

重文 譲状　藤原為家筆、藤原為氏署判
Testamentary record of Fujiwara no Tameie
鎌倉時代･文永6年（1269）　縦30.8cm、横45.0cm
B-3044

国宝 讚岐国司解（巻頭）
Petition from the Governor of Sanuki 

平安時代・貞観9年（867） 
縦30.0cm、全長266.0cm

　B-2405-4

（部分）
円珍の幼名「廣雄」の
戸籍がみられる

（巻末部分）
有年の上司である
右3名は在京している

源頼朝袖判御教書　大江広元筆
Offi  cial order of Minamoto no Yoritomo with signature
平安時代･12世紀　縦30.6cm、横54.8cm　
B-2447

有年の申文
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﹇
A
﹈ 

俵
屋
宗
達
の
筆
跡
を
伝
え
る
文
書

書
状　

俵
屋
宗
達
筆

（
年
月
未
詳
）二
十
五
日　

江
戸
時
代
・
十
七
世
紀

　

俵た
わ
ら

屋や

宗そ
う

達た
つ

は
江
戸
初
期
の
絵
師
。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
る

こ
と
が
少
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
文
書
は
現
存
す
る
自
筆
書
状
で
す
。

　

内
容
は
、
宗
達
が
醍だ
い

醐ご

の
蒸む
し

笋た
け（
皮
付
き
の
ま
ま
の
筍
た
け
の
こ

を
釜
ゆ
で
に
し
て

乾
燥
さ
せ
た
も
の
）を
五
本
受
け
取
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
礼
状
で
す
。
蒸
笋

は
お
湯
で
も
ど
し
て
食
べ
る
保
存
食
と
思
わ
れ
ま
す
。
宛
所
の
快
庵
に
つ
い

て
は
、
醍
醐
寺
の
僧
や
、
伊
達
政
宗
の
侍
医
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
細
は
不
明
で
す
。
そ
の
筆
致
に
は
光こ
う

悦え
つ

流り
ゅ
う

の
影
響
が
強
く
う
か
が
え
、
本

阿
弥
光
悦
と
宗
達
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
す
。

　

こ
の
文
書
は
中
央
に
折
り
目
が
あ
り
、
も
と
は
縦
に
中
表
に
二
つ
折
り
し

て
、
奥
か
ら
畳た
た

み
、
最
後
に
宛
所
と
差
し
出
し
人
の
名
を
書
い
た
も
の
で
、

画
像
を
も
と
に
複
製
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。

　
　

尚
々
、
名
物
拝
受
忝
候
、
以
上
、

貴
礼

醍
醐
ノ
む
し
た
け
五
本
、
／
送
被
下
忝
存
候
、
御
懇
志
難
申
尽
候
、

／
先
日
ハ
参
早
々
申
承
、御
残
多
存
候
、／
御
ゆ
か
し
く
候
、爰
元
御
次
之
刻
、

／
必
々
御
立
寄
可
忝
候
、
万
々
貴
面
／
之
砌
、
御
礼
可
申
入
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　

廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
達（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

快
庵
様　

　
　
　
　

宗
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尊
報

﹇
C
﹈ 

書
き
替
え
ら
れ
た
外
交
文
書

重
要
文
化
財　

朝
鮮
国
書 

① 

万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）五
月

 
 

 
 

② 

崇
禎
十
六
年
（
一
六
四
三
）二
月

　

国
家
間
の
外
交
で
、
最
も
重
要
な
文
書
が
国こ
く

書し
ょ

で
す
。
江
戸
時
代
初
期
、

日
本
と
朝
鮮
と
の
間
で
国
書
が
交
わ
さ
れ
る
な
か
で
、外
交
上
の
理
由
か
ら
、

そ
の
仲
介
者
の
対つ

馬し
ま

藩
が
偽ぎ

書し
ょ

を
作
成
し
て
い
た
事
実
が
露
見
す
る
柳
川

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
は
、
朝
鮮
国
王
の
国
書

十
五
通（
真し
ん

書し
ょ

十
四
通
、
偽
書
一
通
）を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

国
書
は
、
本ほ
ん

幅ぷ
く（
書
状
）と
別べ
っ

幅ぷ
く（
贈
答
品
の
目
録
）か
ら
な
り
ま
す
。
真

書
は
厚
手
の
楮ち
ょ

紙（
楮こ
う
ぞ

の
繊
維
か
ら
つ
く
っ
た
手
漉
き
紙
）を
丹
念
に
打う
ち

紙が
み

し
、
文
章
の
上
部
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
針は
り

穴あ
な

が
み
え
、
文
字
も
丁
寧
で
す
。

一
方
、
上
の
別
幅
は
偽
書
で
、
竹ち
く

紙し

四
枚
を
貼
り
合
わ
せ
て
厚
み
を
出
し
て

い
ま
す
が
、
平
滑
な
打
紙
と
は
違
っ
て
、
文
字
の
墨
が
に
じ
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
形
の
異
な
る
針
穴
と
と
も
に
、
ヘ
ラ
を
用
い
た
横
線
が
引
か
れ
て
い

ま
す
。
虫
損
が
多
い
の
は
、
竹
紙
を
貼
り
合
わ
せ
る
と
き
に
使
用
し
た
糊
を

虫
が
好
ん
だ
た
め
で
す
。

古
文
書
の
世
界

平
成
二
十
六
年
八
月
五
日
発
行

執
筆　

高
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裕
次
（
東
京
国
立
博
物
館
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書状　俵屋宗達筆
Letter from Tawaraya Sotatsu
江戸時代・17世紀　縦29.1cm、横44.5cm　
B-3007　安田建一氏寄贈

重文 朝鮮国書（部分）
Diplomatic Document between Japan and Korea
朝鮮時代･崇禎16年（1643）2月　縦51.4cm、横134.2cm
B-1768-3-1

重文 朝鮮国書　別幅（部分）
Diplomatic Document between Japan and Korea, appendix
朝鮮時代･万暦45年（1617）5月　縦57.5cm、横125.4cm
B-1768-2-2

画像をもとにつくった複
製を二つ折りして畳むと
「快庵様　宗達」の裏
に「より」の文字がくる

偽書・竹紙

真書・楮紙

「
快
庵
様　
　

宗
達
」

「
よ
り
」
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